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 第 1 章は序論であり、本研究の背景および動機付けに関して記している。また、Euler
型・Lagrange 型の流体解析手法に関して概略を示し、粒子法の立場とその特徴を記述
するとともに、本論文の構成および各章の概要を示している。 
 第 2 章では、本論文で扱う粒子法である MPS（Moving Particle Semi-implicit）法と ISPH





された粒子再配置スキームである OPS（Optimized Particle Shifting）法についても概略
を述べており、ベンチマークテストとしてスクエアパッチテストを実施することで、
その計算精度の改善効果を示している。 
 以降の章では、第 2 章で概略を示した高精度粒子法を基礎として、複雑移動境界を
伴う海岸工学の諸問題に対する粒子法の高度化に取り組んでいる。本論文で対象にし
た問題は、流体-構造連成問題（第 3 章、第 4 章）、流体-不飽和多孔質体連成問題（第
5 章）、気液混相流（第 6 章）および油水混相流（第 7 章）である。 
 第 3 章では、流体-構造連成（Fluid-Structure Interaction，FSI）問題について、解像











よる FSI 問題への適用性の向上が示された。 
 第 4 章では、前章に続き流体 -弾性体連成問題に関して、陰解法型弾性構造体モデル
および同モデルを用いた FSI ソルバーを提案している。既往の完全 Lagrange 型弾性構
造体モデルはそのほとんどが陽解法型の時間発展アルゴリズムを用いており、そのた
め ア ル ミ ニ ウ ム を は じ め と し た 高 Young 率 構 造 物 の 解 析 で は CFL(Courant- 
Friedrichs-Lewy)条件による時間刻み幅の制限が極めて厳しくなる。一方、本章にて構
築された陰解法型弾性構造体モデルは Newmark-法すなわち高次の陰的時間発展スキ
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